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中村勝( 工学部技術部ネットワ ー クグル ー プ)

1 . はじめに

技術部ネットワ ー クグル ー プ は , 工 学部からの 業務依頼に対応するため, 講座主任等の 了解のもと, 平成

1 1 年 8 月 に技術部の有志により発足したo メン バ ー

は p C ･ ネットワ ー

クに興味を持 つ 工学部技術部構成員で参

加は自由, 現在 5 名で活動して い る｡ 通常は所属学科 ･ 講座 の 業務を行 い , ネットワ ー クグ ル
ー プとして活動時に

は時間管理者(講座主任)の 了承 のもと, 時間調整を行 い 活動して い る｡ 主な活動時間はサ
ー バ 管理 室(工 学部事

務部)と就職情報室(講師控室 隣)で ある｡

昨年 1 2 月 からこれまで の 活動に つ い て新規活動も含め報告する｡

2 . 活動内容

活動内容

活動内容を以下に記す ｡ 太字で記述されてい るの は, 今年度からの 新規業務で あり, それ以外は以前より行 っ て

い る業務で ある
｡

2 . 1 情報機器 の構築

就職

就 職情報室 の 予 算 3 15 0 00 円 で 学生 の 利便性 を考慮して , 就職情 報室 にクライア ン ト P C( ス ペ
ッ クは

c p u : c ele r o n 6 3 3 M H z H D : 2 0 G B O S : W in d o w s N T) を 2 台追加することにより, 現在 8 台にな っ た｡

サ ー バ の バ ッ クアップ機

工 学部 w w W サ
ー バ の バ ックアッ プ機を O J T にて作成 ｡ O S の バ ー

ジョンアップ(セ キ ュリティ対策) の ため
,
6 月

1 4 日にリプ レ ー ス し現在稼働中である｡ 工 学部事務部メ ー

ル
･ ネ ー ム サ ー バ バ ックアップ機 ･ 就職情報室 血e w a u ,

p r o x y サ ー バ バ ックアップ機は現在作成中である｡

工学部技術部サ
ー バ の 構築

3 月 1 6 日より稼働して い る. 5 月 1 1 日に 工 学部技術部ホ ー ム ペ ー ジを工 学部 w w w サ
ー バ より移設, 7 月 1 9

日にグ ル
ー プウエ ア(S k y B o ard) の導入 し, 現在ネットワ ー クグ ル

ー プにて利用して い る｡

2 .2 情報機器 の維持 ･ 管理業務

サ
ー バ 管理 室 ･ 駄敵情報室 の機器管理

サ
ー バ 管理 室にはサ ー バ が 3 台( 工 学部 w w w サ

ー バ
, 工学部事務部メ ー

ル
･ ネ ー ム サ ー バ

,
技術部 Ⅵ W W サ

ー バ) , その他が 2 台(作業用 P C , サ ー バ の バ ックア ップ機)の 5 台, 就職情報室では 血 e w a u , p r o x y サ
ー バ

,
クライ

ア ントP C(8 台) の 9 台 , 合計 1 4 台を管理して い る
｡
サ

ー バ は合計4 台あり, 作業情報が
一

人 に集中しな い よう管理 ･

運用に関して は毎年担当者を決め て い る｡

サ ー バ に共通 の業務として セ キ ュリティ対策がある
o
各サ

ー バ 機より
一

日数通 のメ ー

ル で シ ス テ ム の 監視をし
,

ロ

グ の チ ェ ック
,
デ ー タやロ グ の バ ックア ップを行 っ て い る

o
セ キ ュリティホ

ー

ル が発 見され次第対策も行 っ て い る｡

個 々 の 機器 の 業務として 工学部 w w w サ ー バ で は
,
ホ

ー ム ペ ー ジに記述され て い るコ ン テ ン ツ の 追加 変更を依

頼があれ ば随時行 っ て い る｡ メ ー

ル
･ ネ ー ム サ ー バ で は, ア カウントの 発行や削除を行 っ て い る

｡ 技術部 w w w サ
ー

バ に つ い ても同様 の ことを行 っ て い る
｡ 就職情報室クライア ント P C で は, セ キ ュリティ対策(ウイ ル ス 対策ソフトの ア ッ

プグレ
ー

ド,
セ キ ュリティホ ー

ル に対する パ ッチあて)をして い る｡ 就職活動に使用するの は W e b 閲覧が多 い ためで あ

る
｡
そ の 他に, トラブ ル 時 の 早期復 旧作業, 学生から の 質問に関する対応 , 学生からの 要望に対する対応, 利用状

況 の 把握も行 っ て い る｡

w 移行作業

H U B 及 び情報 コ ン セ ントの ネットワ ー クの 接続及 び動作確認( 事務楓 就職情報室
, 中会議室

, 講義棟) を行 っ
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た｡ v L A N 移行による Ⅳ アドレ ス の 変更により各種サ
ー バ の 設定変更(工 学部事務部メ

ー

ル ･ ネ ー ム サ
ー バ では事

務部が事務 L A N に変更にな っ たため の 設定変更を, 就職情報室では 1 3 3 .6 7 . 5 0 - 1 3 3 .6 7 .6 0 - の IP アドレ ス 変更

の ための 設 定変更を)b 行 っ た
｡
ここで研究用 L A N の 6 0 アドレ ス を使用して い る の は, 学生用 I . A N の 接続方法を

知らな い 学生でも使用できるためである｡ 今後は学生 用 L A N にも接続できる体制にするにあたり, 無線 L A N の アク

セ ス ポイントも設置し利便性をはかる予定である｡

事務部ネットワ ー ク･ 情報機器に関する技術支援

事務部ネットワ ー ク ･ 情報機器 に関する技術的支援として V L A N 移行 における情報収集お よび打ち合わせ ,

V L A N 移行時の 工学部事務部内で の 共有設定( フ ァイ ル , プリン タ) の 変更, トラブ ル シ ュ
ー ティン グ( ハ

ー

ドウェ ア ･

ソフトウ ェ ア)を行 っ た
｡ 事務ネットワ ー ク構築に伴 い 事務棟 の アドレ ス が 1 3 3 .6 7 .6 0 というグ ロ ー バ ル アドレ ス から

1 9 2 .1 6 8 というロ ー カ ル ア ドレ ス - の変更 の ため のも の である｡

2 . 3 新しい 技術の習得 ･ 技術の共有 ･ 技術などの 還元

O J T を用い た技術の習得
･ 工学部 w e b サ

ー バ の シ ス テム管理および コ ンテ ンツ の作成
･ 工学部技術部ネットワ ー クグ ル

ー プ共用 w eb サ ー バ の 構築と各種サ ー ビ ス の 設 定
･ インタ

ー ネットサ
ー バ の バ ックア ッシ ス テム の作製

の 3 件を行 っ た｡
工学部技術部ネットワ ー

クグ ル
ー プ共用 W e b サ

ー バ の構築と各種サ
ー ビ ス の 設定では技術部

w w w サ ー バ の 構築からグル
ー プウエ ア を使用できるようにし, 現在ネットワ ー クグ ル

ー プ で利用して い る
｡
インタ ー

ネットサ ー バ の バ ックア ッ シ ス テム の作製で は 工学部 w w w サ ー バ の バ ックア ッ プ機を作製し, 現在稼働して い る
｡

講習会( セミナ ー ) - の 参加

2 月 1 4 日 白鳥セ ン チ ュリ ー ホ ー ル で行われた｢ 第 5 回 全国縦断 O r a cle W o rk g r o u p S olu ti o n S e mi n a r｣ に参加

し, J a v a & ⅩM L ･ プ ラットフ ォ
ー ムトラック･ ス キ ル アップトラックに つ い て聴講した

｡

技術講習会 の 開催

今年 の テ ー マ は｢グ ル
ー プウ エ ア による情報共有｣ を 9 月 1 1 日 1 3:0 0 - 1 6 :0 0 就職情報室 にて,

｢ ホ
ー ム ペ ー ジ

による情報発信｣ を9 月 1 8 日 1 3 :0 0 - 1 6 : 00 就職情報室 にて行 っ たo 2 つ の講習会では コ ン ピ ュ
ー

タを使用した実

習形式とした｡ しかし, 学内で ウイル ス による被害が発 生した の で 緊急にセ キ ュ リティ対策｢ デ ー タ フ ァ イ ル を守る

には｣ を 1 2 月 1 3 日 1 3 :0 0 - 1 4:3 0 工学部大会議室にて行 っ た
｡

活動報告

活動報告として今年 の 技術発表会は以下 の 3 件で ある｡

･ ネットワ ー クグル
ー プ活動報告 2 0 0 1

･ ネットワ ー クグル ー プ活動報告 2 0 0 1

･ ネットワ ー

クグ ル
ー プ活動報告 2 0 0 1

3 . 今後 の 予定

ネットワ ー

クグ ル
ー プ の現状報告

ネットワ ー クセ キ ュ リテ ィに関する活動報告

グル
ー プウエ ア の導入と評価報告

･ サ ー バ機( 工学部メ ー ル ･ ネ
ー ム サ ー バ

, 血 e w all , p r o x y サ
ー バ) の リプ レ

ー

ス

･ バ ックア ップシ ス テ ム の 構築(テ
ー プデバ イス を用い たバ ックア ッ プ シ ス テ ム の構築)

･ メン バ ー の技術の 向上 ･ 同
一

化

を行う予定である｡ 特にリプ レ ー

ス は早急 に行う必要がある｡
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